
2018. 4 6

▶問い合わせ　財政課 財政係 ☎75-2118　くわしくは、多久市ホームページをご覧ください。

前
年
度
比
2
％
減
！

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
2
億
5
千
万
円
、

2
・
0
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
平
成
30
年
度
地
方
財

政
計
画
で
は
、
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
は
、
地
方
が

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
地
方

創
生
な
ど
の
重
要
課
題
に
取
り

組
み
つ
つ
、
安
定
的
に
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

平
成
29
年
度
を
上
回
る
額
を
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
方
全
体
の
財
源
不
足
額
が
6

兆
円
近
く
と
な
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
こ
の
た
め
平
成
30
年
度
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
政
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
問

題
意
識
や
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、

新
た
な
発
想
と
厳
し
い
選
択
に

よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

「
何
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
」
に

重
点
を
置
き
、
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

歳出の主な用途

市税の内訳

一
般
会
計
　

1
2
3
億
円

平
成
30
年
度  

当
初
予
算

民生費…福祉や子育て支援など
総務費…行政運営、地域振興など
土木費…道路、橋りょうなど維持整備や下水道会計への
　　　　 繰出など
農林業費…農林産業の振興など
公債費…借入金の返済など
商工費…商工業や観光振興など
衛生費…ごみ処理や市民の健康増進など
教育費…学校施設維持整備や教育振興など
消防費…消防・防災など
議会費…議会運営など
その他…災害対策、雇用対策、用地取得など

　 区分
市　民　税
固定資産税 
軽自動車税 
市たばこ税
入　湯　税
　合　計

7億2,100万円
8億9,000万円
    7,100万円
1億2,800万円

500万円
18億1,500万円

市税では、200万円、0.1％の減を見込んでい
ます。内訳としては、市民税が個人分、法人
分合わせて250万円の減、固定資産税は100
万円の減、軽自動車税は400万円の増、市た
ばこ税は500万円の減、入湯税は450万円の
増を見込んでいます。 

※1　使用料及び手数料、寄附金、繰越金、諸収入

※2　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交
付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金、諸収入

土地区画整理事業特別会計は、工事費の増が主たる要因で増
となり、公共下水道事業特別会計は雨水排水路整備事業を平
成29年度に前倒ししたことにより減となっています。 また、
国民健康保険事業特別会計は制度改正により、予算の一部が
県に移管されたことが主たる要因で減となっています。

特別会計

土地区画整理事業

公共下水道事業 

農業集落排水事業

宅 地 造 成 事 業

国民健康保険事業

後期高齢者医療

3億4,400万円

5億6,400万円

6,400万円

1,000万円

29億1,000万円

2億5,600万円

4.7%

△8.5%

△6.3%

△46.1%

　△14.9%

6.9%

公営企業会計

病院事業

水道事業

16億9,800万円

10億2,300万円

●広域クリーンセンター施設整備事業
 ｜4億4,968万円｜

　既存施設の老朽化に伴う一般廃棄物処理施設（エネ
ルギー回収型）の建設とごみ処理の広域化を推進し、最
新の技術で環境に配慮した処理体制を確立します。
（2020年 3 月完成予定）

継
続
事
業

継
続
事
業

平成30年度　注目事業

広域クリーンセンターの整備！

●マテリアルリサイクル施設整備事業
 ｜5億4,595万円｜

　廃棄物をリサイクル化し、循環型社会の実現を推進
していくための施設整備を行います。
（2019年 3 月完成予定）

マテリアルリサイクル施設の整備！

新
規
事
業

●保育所などにおける足裏診断事業
 ｜289万円｜

　幼児期に足の健康を保つことで児童の健康状態の改
善や体力向上の効果が期待できます。また、小学校 2年
生までこの事業を実施することで子どもの健康管理に
つなげます。

足裏診断事業を実施！

新
規
事
業 ●ハザードマップ作成業務 ｜749万円｜

　作成した防災ガイドブックは、全世帯と学校などへ
配布し、防災情報・避難所・危険箇所などの周知を図
ります。また、WEBでの情報提供も計画しています。

防災情報とマップ情報を掲載した
『防災ガイドブック』の作成！

新
規
事
業 ●志田林三郎顕彰事業 ｜1,311万円｜

　日本初の電気工学博士で、東京大学初の日本人工学
部長であった、志田林三郎博士に関する講演会や子ど
も参加型のワークショップなどを開催（12月予定）。

多久市郷土資料館で
　　　　　特別企画展を開催！

新
規
事
業

●多久市弓道場建設事業
 ｜1,165万円｜

　旧緑が丘小学校跡地を運動公園である中央公園に編
入し、運動公園の機能強化を図るため弓道場建設の基
本設計を実施します。平成35年佐賀国体弓道競技開催
に向けた施設整備を計画します。

弓道場建設基本設計！

地方消費税交付金
3億1,000万円

（3%）

県支出金
8億4,500万円

（7%）

123億円
歳入

市税
18億1,500万円
（15%）

繰入金
12億2,700万円
（10%）

その他※1
4億2,500万円

（3%）

その他※2
2億9,300万円

（2%）

財産収入
8,100万円
（1%）

分担金および負担金
2億2,300万円

（2%）
地方交付税
40億円
（32%）

市債
14億2,700万円

（12%）

国庫支出金
16億5,400万円
（13%）

自主財源
 31%

依存財
源 

69
%

123億円
歳出

民生費

総務費
15億200万円
（12%）

衛生費
19億2,000万円

（16%）

商工費
2億2,100万円
（2%）

土木費
14億4,300万円

（11%）

消防費
4億2,400万円

（3%）

公債費
10億6,400万円

（9%）

議会費
1億5,800万円

（1%）

教育費
8億1,900万円

（7%）

農林業費
7億4,900万円

（6%）
その他
7,700万円
（1%）

39億2,300万円
（32%）

△1.8%

21.8%

予算額会計名 前年比

予算額会計名 前年比

予算額


